取扱 説明 書 


ER 


_RS-232C カ ー ド 


: CZ-8RS 


1 _ (上手 に 使っ て 上 手 に 節電 


この た び は 、 シ ャ ー プ RS-232C カ ー ド (CZ-8RS) を お 買 
いあ げ い た だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま し た 。 
正しく お 使い いた だ く た め に 、 こ の 取扱 説明 書 を よく お 
読み くだ さい 。 

な お 、 こ の 取扱 説明 書 は 万 一 ご 使用 中 に わか ら な いこ と 
や 具合 の 悪い こと が お きた と き 、 き っ と お 役に立ち ます の 
で 夫 切 に 保存 し て くだ さい 。 


設置 ・ 使 用 上 の 注意 事項 

取扱 いか た で で で eo ドド ドド emem ② 
_ 4-1 スイ ッ チ / ジャ ン パ ペー ブロック の 設定 ⑫③⑤ 
4-2 工場 出荷 時 の カー ド の 設定 状態 

4-3 信号 の 電気 的 特性 … 

4-4 割り 込み 

500857/ ロ ジグ 4 ラミ ョ シング 

4-6 ステ ー タ ス 読 み 出し の 定義 
5 、 操 作 の し か た ………… EC と ⑪>>⑨⑲ 


還 昌 胃 


= 1 製品 概要 


e シャ ー プ RS-232C カ ー ド (CZ.8RS) は シャ ー プ パー ソナ ルコ ンピュータ (CZ-800C ) の 抜 張 I/O ポ ー ト (CZ-8EP) に 装 
UN パー ソナ ルコ ンピュータ と 彰 未 周辺 機器 と の イン ター フェ イス と し て 使用 し ます 。CZ-800C へ 組み 込む 方 法 に 
て は 、CZ-800C の 取扱 説明 書 に 記載 され て いる 『 オ プシ ョ ン デ バイ ス の セッ ティ ング 方 法 』 を ご 参照 くだ さい 。 

e RS.232C カ ー ド と は 

RS-232C と は モデ ム ( 変 調 ・ 復 調 装置 ) と 通信 制御 装置 お よび デー タ 端 末 装 置 と の イン ター フェ イス に つい て の EIA ( 米 
国電 子 工業 会 ) の 規格 で あり 、 モ デム イン ター フェ イス に つい て 異な っ た メー カー の モデ ム で あっ て も 良好 な 状態 で 、 テ 
ー タ 通信 が 行 な を る よう に 標準 的 な イン ター フェ イス 条件 が 決め られ て いま す 。 我国 で も JIS C-6361 で 規定 され て い 
ます 。 


= 演 2 特 長 


@ RS-232C カ ー ド (CZ-8RS) は 、 パ パソ コン テレ ビ X-1・ コ ンピュータ シリ ー ズ と 他 の 周辺 機器 な どの 間 で 情報 交換 を 行 
な う 事 を 目的 と し 、EIA,JIS 規格 に 準拠 し 設計 し て あり ます 。 

@ Z80A-CPU と RS-232C カ ー ド (CZ-8RS) と の 間 で 割り 込み が 使用 で きま す 。 

@ コネ クタ 端子 モー ド 設 定 に よっ て 信号 の 入出 力 切 換 お よび 自己 診断 が で きま す 。 


= 3 設置 ・ 使 用 上 の 注意 事項 


昌 RS-232C カ ー ド を シャ ー プ パー ソナ ルコ ンピュータ (CZ-800C) に 接続 する に は 、 抜 張 I/O ポ ー ト が 必要 で す 。 
mm RS-232C カ ー ド の 接続 時 は 、 か な ら ず パソ コン テレ ビ X-1・ パ ー ソ ナル コン ピュ ー タ 本 体 の 電源 を OFF ( 切 ) に し て か 
ら 行 な っ て くだ さい 。 
m 本 機 は ケー ブル を 介し て RS-232C を 内 蔵 する 周辺 機器 な ど と 接続 し て 使用 し ます が 、 相 手機 器 の 信号 項目 、 信 号 入出 
力 等 の 違い に よっ て 、 接 続 が 異な り ま す 。 信号 を よく 確認 し た 上 で 接続 し て くだ さい 。 
m RS-232 と カー ド を ユー ザー 自身 で 回 路 変更 し た 場合 の トラ ブル に 関し て は メー カー と し て は 一 切 の 責任 は 負い か ね ます 。 
m RS-232 と カー ド を 保存 する 場合 、 静 電 破 壊 防止 の 導電 性 袋 に 入れ て 、 静 電気 か ら 保護 し て くだ さい 。 
mm 下記 の 環境 下 に RS-232C カ ー ド を 放置 し な いで くだ さい 。 

@ 混 気 の 多い 場所 

@ 直射 日 光 の あたる 場所 

@ ホ コリ の 多い 場所 

@ 温度 が 非常 に 高い 場所 低い 場所 

@ 振動 の 激しい 場所 


sy 2 ば し い 2 が 7 こ 


圏 RS-232C カ ー ド の 使用 方 法 
この カー ド を 使用 する と き に は 、 カ ー ド 上 に ある スイ ッ チ ンジ ャ ン パ パー 等 の 設定 を 行なわ な けれ ば な り ま せん 。 図 4 
ー 1 は カー ド 上 の スイ ッ チ ジャ ン パ ー プ ブロック の 位置 を 示し て いま す 。 


ゃ で に 3 9 が ゃ 三 ェ テテ 
4 一 1 スイ ッ チ ジャ ン バ パ バー ブロ ッ ク の 設定 
(1) ス イッ チ SW1 : ポー ト ア ドレ ス を 設定 する た め の ス イッ チ 
(2) ス イッ チ SW2 : 割り 込み ベク タ ア ドレ ス を 設定 する た め の ス イッ チ (割り 込み 使用 時 の み 有 効 ) 
(3) ス イッ チ SW3 : ボー レー ト を 設定 する た め の ス イッ チ 
(4) ジ ャ ン パ ペー ブロック 本 1: コネ クタ 端子 モー ド を 設定 する た め の ジ ャ ン パ ー 


本 体 と の 接続 コネ クタ 部 


1234 


ON 
SW.1 
OFF OFF 


割り 込み ベク タ ア ドレ ス 設 定 ポー ト ア ドレ ス 設 定 


一 部 品 側 より 見 た 図 一 


コネ クタ 端子 モー ド 設 定 


12345678 


25 ピ セン コネ クタ 部 


図 4 二 | スイ ッ チ / ジ ャ ン パ ー の 配置 


(1) ポ ー ト アド レス の 設定 

ある I/O ポー ト を アク セス する た め の ア ドレ ス (16 ビ ピット) を ポー ト ア ドレ ス と いい ます 。 パ ソコ ン テ レ ビ X-1 の 1/0 
マッ プ 上 の アド レス &HOC※0 一 HOC※7 (&H は 16 進 数 の 意味 で 、※ 印 は 0 ーF の うち の 1 つ を スイ ッ チ SW1 に より 
設定 する 。) を RS-232C の ポー ト ア ドレ ス と し て 使用 し て いま す 。 表 4-1 に 示す よう に アド レス 16 ビ ッ ト の うち AB4 一 AB 
7 の 4 ビッ ト が スイ ッ チ SW1 に より 設定 可能 と な っ て いま す 。 SW1 の スイ ッ チ ポジ ショ ン と 論理 レベ ル の 対応 は 、 ス イッ 
チ ON 一 論理 レベ ル 0 、 ス イッ チ OFF 一 論理 レベ ル 1 と な り ま す 。 ア ドレ ス の 論理 レベ ル と SW1 の 論理 レベ ル が 一 致し 
た アド レス が この カー ド の ポー ト ア ドレ ス と な り ま す 。 出荷 時 の ポー ト ア ドレ ス は 多 HOC00 一 勾 HOCO 7 に 設定 され 
て ゆま す 。 


表 4 一 | ポ ボート ア ドレ ス の 設定 
アド レス ビッ ト 当 メ ン ト 3 出荷 時 設定 出荷 時 の ポー ト 
昌 8 アド レス &H 

AB15 
AB14 

&H 0 に 固定 0 0 
AB13 
AB12 
AB11 
AB10 

&HC に 固定 C (@ 
AB9 
AB8 

ョ 
AB7 SW.1-1 に より 設定 ON : 0, OFF : 1 ON(0) 
AB6 SW.1.2 に より 設定 ON : 0, OFF : 1 / 
※ 0 
AB5 SW.1-3 に より 設定 ON :0, OFF : 1 / 
AB4 SW.1.4 に より 設定 ON : 0,OFF : 1 7/ 
AB3 0 に 固定 
AB2 ポー ト ア ドレ ス の 内 容 を 選択 0 0 
) ) 

AB1 / 7 7 
AB0 / 


た と えば 、 こ の カー ド の ポー ト ア ドレ ス を &HO0C20 一 系 HOC27 と する 場合 に は SW 1 の 設定 は 下記 の 様 に し ます 。 


SWI の セグ メン ト 1 | 2 " 3 | 4 | 


スイ ッ チ ポジ ショ ン ON | ON | orr | ON | 


また 、 こ の カー ド は 連続 し た 8 つの ポー ト ア ドレ ス を 使用 し て お り 、 ア ドレ ス ビ ッ ト ABO 一 AB2 の 3 ビッ ト に より 
ボー ト ア ドレ ス の 内 容 を 選択 し ます 。 ポ ー ト アド レス の 内 容 と し て は 、 デ ー タ バス 上 の 信号 が 送受 信 デ ー タ か ある い は 
8251 の コン トロ ー ル ワー ド か の 区 別 、 IEO 信号 の リセ ッ ト 、 割 り 込 み を イネ ー ブ ル また は ディ セー ブル な ど が あり ます 。 
表 4-2 に ボー ト ア ドレ ス と その 内 容 を 示し ます 。 


表 4 一 2 ポー ト ア ドレ ス の 内 容 


ーー ドド スス 内 容 
&HOC※0 デー タ の 読み 出し また は 書き 込み 
&HOC※1 コン トロ ー ル ワー ド ま た は ステ ー タ ス の 読み 出し また は 書き 込み 
&HOC※2 送信 IEO を リセ ッ ト 
&HOC※3 受信 IEO を リセ ッ ト 
&HOC※4 送信 割り 込み イネ ー ブ ル 
&HOC※5 送信 割り 込み ディ セー ブル 
&HOC※6 受信 割り 込み イネ ー ブ ル 
&HOC※7 受信 割り 込み ディ セー ブル 


(2 割り 込み ベク トル の 設定 

Z80A-CPU と この イン ター フェ イス カー ド と の 間 で 割り 込み モー ド 2 (ベク トル 割り 込み ) を 使用 する 場合 に つい て 
説明 し ます 。 こ の 割り 込み モー ド を 使用 する 場合 、 ま えも っ て プロ グラ ム に より 割り 込み ルー チン の スタ ー ト ・ ア ドレ ス 
( 2 バイ ト ) の テー ブル を メモ リー の 適当 な 位置 (偶数 アド レス か ら 下 位 バ イト ・ 上 位 バ イト の 順 ) に 配置 し て お きま す 。 
CPU は 割り 込み を 受け 付け た と き 16 ビ ッ ト の ポイ ンタ で 、 必 要 な 割り 込み ルー チン の スタ ー ト ・ ア ドレ ス を プロ グラ ム 
カウ ンタ に 読み 込み その アド レス へ ジャ ンプ し ます 。 こ の ポイ ンタ (割り 込み スタ ー ト ・ ア ドレ ス の ある 位置 を 示し て い 
る 。) と し て 上 位 8 ピット に は 1 レジ スタ の 内 容 を 充当 し 、 下 位 8 ビッ ト は 、 割 り 込 み ア クノ リッ ジ 期 間 に こ の カー ド よ り 
割り 込み ベク トル 8 ビッ ト を デー タバ ス 上 に 出力 する こと に より 供給 し て いま す 。 


共 タ ダード トッ アグ ゲド レズ の 3 
テー ブル ト 位 バイ ト 
上 位 バ イト 


内 容 を 充当 。 設定 2 
' 1 0 送信 割り 込み 


割り 込み ルー チン の 先頭 へ 


SHARP HuBASIC を 起動 する と I レジ スタ の 内 容 は HO00 に 設定 され 、&HO054 一 HO065 の 領域 を テー ブル と し て 
使用 で きま す 。 ポ イン タ の 下位 8 ビッ ト の うち 5 ビッ ト (DB3-DB7) は カー ド 上 の SW.2 に より 設定 で きま す 。SW.2 
の スイ ッ チ ポジ ショ ン と 論理 レベ ル の 対応 は 、 ス イッ チ ON 一 論理 レベ ル 0 、 ス イッ チ OFF 一 論理 レベ ル 1 と な り ま す 。 


表 4 一 3 割り 込み ベク トル の 設定 


デー タビ ッ ト 思 有 ※ レン ト 出荷 時 設定 
DB 7 SW.2-5 に より 設定 ON:0、OFE: 1 ON( 0 ) 
DB 6 SW.2-4 に より 設定 ON: 0、OFF: 1 OFF(1 ) 
DB 5 SW.2-3 に より 設定 ON: 0、OFE: 1 OFF(1 ) 
DB 4 SW.2-2 に より 設定 ON: 0、OFFS 1 ON(0 ) 
DB 3 SW.2-1 に より 設定 ON:0、OFF : 1 ON(0 ) 
DB 2 受信 割り 込み : 0 送信 割り 込み : 1 
DB 1 受信 割り 込み : 1 送信 割り 込み : 0 
DB 0 0 に 固定 


(3③ ボー レー ト の 設定 


外部 接続 装置 と の デー タ の 送受 信 に お いて 、 デ ー タ の 伝送 速度 を ボー レー ト と いい 、 1 秒間 に 伝送 で きる ビッ ト 数 を 
示し ます 。 デー タ の 送 ・ 受 信 を 行なう 際 に は この カー ド の ボー レー ト と 接続 機器 の ボー レー ト と を 合わ せる 必要 が あり 
まず 。 
ボー レー ト の 設定 は スラ イド スイ ッ チ SW.3 に より 行ない 、 8 種類 の ボー レー ト の 中 か ら 1 つ を 選択 し ます 。 ス ライ 
* ス イッ チ の つま み を 褒 人 生 0 5 より 、 そ の ボー レー ト が 設定 され ます 。 
設定 後 、 忘 れず に ダス トカ バー を 取り 付け て くだ さい 。 


SW3 の セグ メン ト 1 2 3 1 5 6 4 9 


ボー レー ト (baud) 6 150 300 600 1200 2400 4800 9600 


〇 1 


表 4 一 4 ボー レー ト の 設定 


(4) コ ネ ク タ 信 号 の モー ド 設 定 


9 ) り らら QD 人 人 の ひら めい め ら 
251224112510 229 218 20 7 196155 174 16315214 


oooooooeoeo9@ 
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の 
より 見 た 図 


図 4 一 2 コネ クタ の ピン 配置 


この カー ド は 外部 装置 と の 接続 用 に 25 ピ ンコ ネ ク タ を 使用 し て いま す 。 

ジャ ン パ ー プ ブロ ッ ク 相 の 設定 を か そる こと に よっ て コネ クタ の ピン の 信号 を 切り 替え た 、 タ ー ミ ナル モー ド ・ モ デム モー 
ド に 設定 で きま す 。 ジ ャ ン パ ー プ ロック の “T” 表示 側 の 2 端子 すす べ て ジャ ン パ ー チ ッ プ で ショ ー ト サー キッ ト す る こ 
と に より ター ミナ ルモード に な り 、 ま た “M" 表 示 側 を ショ ー ト サー キッ ト す る こと に より モデ ム モ ー ド に 設定 され ます 。 


自己 診断 モー ド ① も し く は ② の よう に ジャ ン パ ー を 設定 する こと に より この カー ド の 8251 より 送信 し た デー タ を この 
カー ド で 受信 で き 自 己 診 断 チ ェ ッ ク を 行なえ ます 。 

ター ミナ ルモード と モデ ム モ ー ド で は 、 コ ネ ク タ の 各 ピ ン の 信号 の 方 向 が 逆 に な る よう に し て いま す 。 人 外部 装置 の 説 
明 書 等 を よく 理解 し た 上 で この 設定 を 行なっ て くだ さい 。 


コネ クタ ピン 番号 ター ミナ ルモード モデ ム モ ー ド | 自己 診断 モー ド ① | 自己 診断 モー ド の | コメ ン ト 
1 保安 用 アー ス FG FG FG FG 
2 送信 デー タ TxD RxD TxD っ RxD OPEN J1 一 1、2 
3 受信 デー タ RxD TxD OPEN TxD っ RxD 隊 
4 送信 要求 RTS CS RTS 一 CTS OPEN J1 一 3 、4 
5 送信 可 6 RTS OPEN RTS っ CTS より 設定 
6 デー タ セ ッ ト レ ディ DSR DTR OPEN DTRDSR 』1 一 5、 き 
20 デー ターミ ナル シディ DTIR DSR DTRDSR OPEN | 
7 信号 用 アー ス SG SG SG SG 


MM Y 


OIIOI IO |O O 


ジャ ン ペ パー 設定 


同 梱 の 25 ピ ンコ ネ ク タ ケ ー ブ ル の 結線 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


4 一 2 工場 出荷 時 の カー ド の 設定 状態 


@ ポ ー ト アド レス (SWI) : &H0C00 一 &H0C07 


スイ ッ チ の セグ メン ト 1 2 3 4 
スイ ッ チ ポジ ショ ン ON ON ON ON 
@ 割 り 込 み ベ クト ル (SW2) : &H62.&H64 
スイ ッ チ の セグ メン ト 1 2 3 4 5 
スイ ッ チ ポジ ショ ン ON ON OFfF OFF ON 
@ ボーレート (SW3) : 9600 baud 
スイ ッ チ の セグ メン ト 1 2 3 4 5 | 6 7 8 
スイ ッ チ ポジ ショ ン OPEN | OPEN | OPEN | OPEN | OPEN | OPEN | OPEN | SHORT 
@ コネクタ 端子 モー ド (J-1) : ター ミナ ルモード 


BBBBHB 


4 一 3 信号 の 電気 的 特性 


ーー イン ター フェ イス カー ド (方 向 ) 外部 装置 
モデ ム 等 

保安 用 アー ス FG 
送信 デー タ TxD 
受信 デー タ RxD 
送信 要求 RTS 


送信 可 US 
が デー グ グー ミナ ルレ デル DTR 


デー タ セ ッ ト レ ディ 


4 一 3 RS-232C 信号 方 向 図 


信号 機能 
送信 要求 RTS ON : モデ ム を 送信 状態 に た する 
OFF : モデ ム を 非 送信 状態 に する 
送信 可 CTS ON : デー タ 送 信 可 


OFF : デー タ 送 信 不 可 
デー タタ ー ミ ナル レデ ィ DTR ON : 送受 信 可 能 を 示す 
OFF : 送受 信 不 可能 を 示す 
デー タ セ ッ ト レ ディ DSR ON : モデ ム が 送受 信 可 能 な 状態 で ある 
OFF : モデ ム が 送受 信 不可 能 な 状態 で ある 
ON : 電圧 レベ ル 5Vー15V 
OFF : 電圧 レベ ルー15Vーー5 | 


言 号 レベ ル お よび 極性 


図 4 一 4 デー タ 送 信 受 信 回 路 図 
上 図 の ⑦ ぐ 、⑥ ラ イン の 信号 は TTL レ ベル で す 。 


上 図 の ⑧、 ⑥ ラ イン の 信号 は RS-232C レ ベル で す 。 
送信 デー タ TxD 
(5V<SPACING< く 15V) 
マー ク 
(15V く MARKING こ 一 5V) 


受信 デー タ RxD 


(5V く SPACING ぐ 15V) 


oe ッ ジ 


(一 15V く MARKING こ ーー5V) 


4 一 4 割り 込み 
割り 込み に より 周辺 デバ イス が CPU の 通常 処理 を 一 時 保留 させ 、 周 辺 デ バイ ス の 処理 ルー チン を 実行 させ る こと が で 
きま す 。 本 カー ドド は Z80A 一 CPU と の 間 で ベク トル 割り 込み (割り 込み モー ド 2 ) を 使用 する こと が で きま す 。 こ の 割り 
込み に より 、 メ モリ の どの 位置 で も 間接 コー ル で き 、 そ の 割り 込み ルー チン を 処理 で きま す 。( 割 り 込 み ベ クト ル の 設定 項 
二 遇 | この 箇 上 0 ルー キジ 記 二 式 m すき 本 CB 誠人 の 刺 党 うな Po に 本 
本 カー ド に よる 割り 込み 原因 と し て は 送信 割り 込み 、 受 信 割 り 込 み が あ り 、 プ ログ ラム に より イネ ー ブ ル ある い は ディ 
セー ブル に 設定 で きま す 。 割 り 込 み の 優先 順位 は 受信 割り 込み ・ 送 信 割 り 込 み の 順 に な っ て いま す 。 
( a ) 送 信 割 り 込 み 
プロ グラ ム に より 送信 割り 込み を イネ ー ブ ル に する と 8251 は CPU に 対し て 送信 バッ ファ が 空 に な る こと に より 割 
り 込み を 要求 し それ と 同時 に 送信 IEO 信 号 を 出し ます 。IEO 信 号 は 割り 込み の 優先 順位 を 決め る た め の 信 号 で 、 
優先 順位 の 低い I/O ポ ー ト か ら の 割り 込み を 禁止 し ます 。 送信 IEO 信 号 を 解除 する に は 、 送 信 ル レー チン の 終わ り に お 
いて ポー ト ア ドレ ス &HOC※2 を 出力 し ます 。 ま た 送信 ルー チン 中 に デー タ の 書き 込み プロ グラ ム が な いと 割り 込み 
要求 され ませ ん 。 
( b ) 受信 割り 込み 
プロ グラ ム に より 受信 割り 込み を イネ ー ブ ル に する と 、8251 は 1 デー タ 受 信 毎 に CPU に 対し て 割り 込み を 要求 し 
それ と 同時 に 受信 IEO 信 号 を 出し ます 。 受信 IEO 信 号 を 解除 する に は 、 受 信 ル レー チ ン の 終わ り に お いて ポ ボート ア ドレ 
ス &H0C※ 3 を 出力 し ます 。 ま た 受信 ルー チン 中 に デー タ の 取り 込み プロ グラ ム が な いと 割り 込み 要求 され ませ ん 。 
ーー ダダ ア ョ マグ 
この カー ド は 、 非 同期 式 通信 に よる デー タ の 伝送 を 行ない ます 。 非 同期 式 通信 で は 、 1 つの デー タ は 下図 に が す よ う 
民 秋 み グー ド ビ ッ ド 、 デ ー み ビッ トン パリ ティ ビッ ウト 、 SA 2 


ター ド 
12 


N=5、6、7 ま た だ は 8 1、1 二 まだ は ビ ッ ト 
図 4 一 5 伝送 信号 フォ ー マ ッ ト 
1 は CPU か ら の 8 ビット パ ラ レ ル デー タ を 図 4-5 に 示す フォ ー マ ッ ト の シリ アル デー タ に 変換 し 、 決 め ら れ た ボ 
人 お HP その 逆 に 、 シ リア ル デ ー タ を 受信 し て 8 ビッ ト パ ラ レル デー タ に 変換 する 働き 
を も っ て いま す 。 こ の 8251 を 動作 させ る に は 、 ま ず 最 初 に 8251 を 初期 設定 する 必要 が あり ます 。 こ の 設定 に 従っ て 8251 
人 デー み を 送信 : 受 信 し ます ず 。 


この カー ド を 介し て 、 デ ー タ の 送信 、 受 信 を 行なう に は 、 基 本 的 に 初期 設定 、 入力 、 出 力 の 3 つの プロ グラ ム が 必要 
(GO 


(1) 初 期 設 定 プ ログ ラム 
デー タ の 送信 、 受 信 を 始め る 前 に 割り 込み 処理 の 設定 お よび 8251 の 初期 設定 を 行ない ます 。 
( a ) 割 り 込み 処 理 の 設定 
デー タ の 送信 、 受 信 に 割り 込み 処理 を 使用 する か 、 ま た は ポー リン グ 動 作 ( サ ンプ ルプ ログ ラム 項 参照 ) を 使用 する カ 
の 設定 を 行ない ます 。 こ の 設定 は 、 ポ ー ト アド レス &HOC※4 一 和 &HOC※7 の 内 容 に 従い 、 送 信 ・ 受 信 そ れ ぞ れ 独 自 に 設 
定 可 能 で す 。 
た と えば 、 送 信 は ポー リン グ 動 作 に より 行ない 、 受 信 に 割り 込み を 使用 する 場合 に は 下記 の プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
LD BC, 0C※5H 
OUT (C), A 
INC BC 
OUT (C), A 
電源 投入 直後 は 送信 、 受 信 と も に 割り 込み 処理 使用 の 状態 と な っ て いま す が 、 動 作 確定 の た め 割 り 込 み 使用 の 場 
合 で も 省略 せ ず に この 設定 を 行なっ て くだ さい 。 一度 設 定 す る と 電源 再 投入 ね し く は 再度 設定 する まで は 前 の 状態 
人 まず 。 
送信 割り 込み を イネ ー ブ ル に する と 8251 は CPU に 対し て 送信 バッ ファ が 空 に な る こと に より 割り 込み を 要求 し ま 
す 。 だ た だ し 、 最 初 の 1 デー タ を 8251 に 書き 込む まで は 割り 込み 要求 で きま せん 。 
受信 割り 込み を イネ ー ブ ル に する と 8251 は CPU に 対し て 1 デー タ 受 信 毎 に 割り 込み を 要求 し ます 。 
割り 込み の 優先 順位 は 受信 、 送 信 割 り 込み の 順 で す 。 
( b) モ ー ド 設定 
非同期 式 通信 に お ける 通信 フォ ー マ ッ ト を 設定 し ます 。 モ ー ド 設定 内 容 は 次 の も の で す 。 
O ク ロッ クレ ー ト の 倍率 (か な ら ず X16 モ ー ド に 設定 ) 
O 送 信 / 受 信 デ ー タ : キャ ラク タ 長 (5・6・7 また は 8 ビット ) 
O パ リティ の 有無 お よび 偶 奇 の 指定 
O ス トッ ゥ ッ プ ピッ ト 数 (1 、1 を また は 2 ビッ ト ) 
D? Ds Ds D。 Ds Ds Di Do 


S$ | Ep PENIrL。 | Lui|BzlBi ニス 
| ボー レー ト  。x16 モ ー ド 


1 
デー タッ キャ ラク 多胡 
0 1 0 1 
0 0 1 1 


ディ セー ブル | 奇 数 | ア ィ セー ブル | 偶 数 


無 効 |1 ビ ッ ト |1# ビ ッ ト | 2 ビット 


一 ド 設 宏 フ ォ ー マ ッ ト 
た と えば デー タ ・ キ ャ アクタ 長 8 ビッ ト 、 パ 9 リティ ・ 偶 数 、 ス トッ デビ ッ ト ・ 2 ピッ ト に た 設定 する に は 下記 の ブロ ダグ 
ラム を 実行 し て くだ さい 。 
LD BC, 0C※1H 
LD A, FEH 
OUT (C),A 


( c ) コマ ンド 設定 
コマ ンド 設定 に より 送信 、 受 信 の 許可 、 エ ラー フラ グ の リセ ッ ト 、 モ デム 制御 な どの 8251 の 動作 を 制御 し ます 。 
この 場合 の ポー ト ア ドレ ス は &H0C※1 で す 。 


D? Ds Ds D。 Ds Ds Di Do 
EH | IR |RTSI ER |ISBRK RxE |DTR|TEN 


半生 
デー タタ ー ミ ナル ・ レ ディ 

1 :DTR を ON、 0 : DTR を OFF 

受信 イネ ー ブ ル 1 : イネ ー ブ ル 、 0 : ディ セー ブル 
セ ジ ジジ ド es ブレ イク ・ キ ャ ラ タ グ 

1 : xD を SPACING 状 態 に する 。 


0 : TxD を MARKING 状 態 に する 。 

エラ ー リ セッ ト 

1 : すべ て の エラ ー フ ラグ を リセ ッ ト 、0 : 通常 動作 
L 送信 要求 


1 : RTS を ON、 0 : RTS を OFF 
内 部 リセ ッ ト 

1 : 8251 を モー ド 設 定 状態 へ 戻す 
0 : 通常 動作 

SE ダット ーッ ュ シド 
非同期 モー ド の た め 常 に 0 に する 。 


ミル ワー 


コマ ンド 坪 軒 ヲ ォ デー マッド 


8251 は 一 度 モ ー ド 設定 され る と それ 以降 の 書き 込み は コマ ンド 設定 を ロー ド す る よう に な り ま す 。 リ セッ ト 動 作 
(内 部 また は 外部 ) は 8251 を モー ド 設 定 状態 に 戻し ます 。 
た と えば 送信 受信 を イネ ー ブ ル 、DTR を ON、RTS を ON に 設定 する に は 下記 の プロ グラ ム を 実行 し て くだ さい 。 

LD BC, 0C※1H 

LD A, 27H 

OM (人 


(2 入力 プロ グラ ム 
8251 が 受信 し た デー タ を 取り 込む プロ グラ ム で す 。 

エエ ラー チェッ ク :8251 の ステ ー タ ス (4 一 6 ステ ー タ ス 読 み 出 し の 定義 参照 ) を 読み 出し 、 受 信 デ ー タ に エ 
ラー が な いか 確認 し ます 。 

デー タ の 読み 出し : 8251 の ステ ー タ ス の RxR DY(Di) を チェ ッ ク し 、 1 で あれ ば 受信 デー タ を 読み 出し ます 。 
(受信 割り 込み 処理 を 使用 の 場合 は , この ステ ー タ スチ ェ ッ ク は 必要 あり ませ ん 。) 

受信 IEO の リセ ッ ト : 受信 割り 込み 処理 を 使用 の 場合 、 受 信 ル レー チン の 終わ り で 受信 IEO を リセ モット ( ポ 
ドレ ス 0C※3 を 出力 ) し ます 。 


(3 出力 プロ グラ ム 
8251 に 送信 する デー タ を 書き 込む せ ゲ ログラム で す 。 
デー タ の 書き 込み : 8251 の ステ ー タ ス の TxRDY(Do) 、 を チェ ッ ク し 、 0 で あれ ば デー タ を 書き 込み ます 。 
(送信 割り 込み 処理 を 使用 の 場合 、 こ の ステ ー タ スチ ェ ッ ク は 必要 あり ませ ん 。 


送信 IEO の リセ ッ ト : 送信 割り 込み 処理 を 使用 の 場合 、 送 信 ル シー チン の 終わ り で 送信 IRO を リセ ッ ト (ポー ト ア ド 
レス 0C※2 を 出力 ) し ます 。 

注 ) 送信 割り 込み は 送信 バッ ファ が 空 に な る と 要求 され ます が 最初 の 1 デー タ が 8251 に 書き 込ま れる まで は 割り 込 

み 要 求 さ れ ま せん 。 1 度 デ ー タ が 書き 込ま れる と 、 送 信 バ ッ フ ァ が 空 に な る 毎 に 割り 込み が 要求 され ます 。 


4 一 6. ステ ー タ ス 読 み 出 し の 定義 


8251 は 動作 中 の いつ で も ステ ー タ ス 情 報 (エラ ー を お こし て いな いか どう か 、 ま た は CPU が 注意 を 必要 と する か どう 
か を いつ で も 読み 出す こと が で きま す 。 こ の 場合 の ポー ト ア ドレ ス は HO0C※ 1 で す 。 


D: De Ds D。 Ds Ds D D。 
DSR BREAK DETECT FE | OE | PE TxE RxRDY TxRDY 
(a) TxRDY(Do。) 


8251 が CPU か ら の デー タ を 受け つけ られ る 状態 に ある 場合 、 セ モッ ト さ れ ま す 。 こ の ビッ ト は CTS 端 子 お よび コマ ンド 
設定 に お ける TxEN の どちら に も 条件 付け は で きま せん 。CPU か ら デ ー タ を 受け と る と リセ ッ ト さ れ ま す 。 

(b) RxRDY (D) 

8251 が CPU に 入力 すべ き デ ー タ を 持っ て いる 場合 、 セット され ます 。CPU に この デー タ が 読み 込ま れる と リセ ッ ト き さ 
ます 。 
(c)TxE(D2) 

8251 が 送信 する デー タ を 持た な い 場 合 、 セッ ト さ れ ま す 。CPU か ら 1 デー タ 受 け と る と リセ ッ ト さ れ ま す 。 


(d)PE(Ds) パリ ティ ・ エ ラー 

パリ ティ ・ エ ラー が 検出 され る と セ モット され ます 。 こ れ は コマ ンド 設定 に お ける ER ビッ ト で リセ ッ ト さ れ ま す 。 PE は 
8251 の 動作 を 禁止 し ませ ん 。 
(e)OE(D) オー バラ ン ・ エ ラー 

CPU が デー タ を 読み 出す 前 に 次 の デー タ を 受け と っ た 場合 に セッ ト さ れ ま す 。 こ れ は コマ ンド 設定 に お ける ER ビ 
ッ ト で リセ ッ ト さ れ ま す 。OE は 8251 の 動作 を 禁止 し ませ ん が 以前 の オー バラ ン デ ー タ は 消 減 し ます 。 


(FE(D) フレ ー ミ ング ・ エ ラー 

受信 デー タ に 有効 スト ッ プ ビッ ト が 検出 され な いと き セ ッ ト さ れ ま す 。 こ れ は 、 コ マン ド 設 定 に お ける ER ビッ ト で リ 
セッ ト さ れ ま す 。FE は 8251 の 動作 を 禁止 し ませ ん 。 
(g)BREAK DETECT 

フレ ミン グ エ ラ ー を 起こ し た 後 そ の まま RxD が 次 の デー タ の スタ ー ト ビッ ト 、 デ ー タ ビッ ト 、 ス トッ プ ビ ッ ト の 期間 
SPACING 状態 に 保 た れる と セッ ト さ れ ま す 。RxD が MARKING 状 態 に 戻る と リセ ッ ト さ れ ま す 。 


(h)DSR 
DSR が ON 状態 で セッ ト さ れ 、OFF 状 態 で り リセット され ます 。 


層 補 必 政 3。 1 | 
リセ ッ ト : 0 


= 5 . 操 作 の し か た 
圏 サ ンプ ルプ ログ ラム 

サン プル プロ グラ ム と し て 、 デ ー タ の 送 ・ 受 信 を ポー リン グ 方 式 に より 行なう 例 と 、 送 信 を ポー リン グ 方 式 ・ 受 信 を 
割り 込み 方 式 で 行なう 例 を 紹介 し ます の で 参考 に し て くだ さい 。 

ポー リン グ 方 式 と は 、 入 力 完了 フラ グ (RxRDY) ・ 出 力 完 了 フ ラグ (TxRDY) を 絶え ず 監 視 し 、 入 力 あ る い は 出力 の 準 
備 が で きた か どう か を チェ ッ ク し な が ら デ ー タ の 送 ・ 受 信 を 行なう 方 式 で す 。 こ れ に 対し 、 割 り 込 み 方 式 を 使用 する と 
メイ ンプ ログ ラム 処理 中 の どの 時 点 で も 入力 ある い は 出力 の 準備 が で きた 時 点 で ハー ドウ ェ エア に より 割り 込み を 要求 し 、 
その 割り 込み ルー チン の 処理 を 始め ます の で 、 フ ラグ チェ ッ ク の 必要 が な く な り シ ステ ム の 効率 が 向上 し ます 。 サ ンプ 
ルプ ログ ラム で は 受信 に 割り 込み を 使用 し 、 受 信 デ ー タ は バッ ファ へ 格納 する こと に より 、 デ ー タ 抜け が な いよ うに 
て いま す 。 

この サン プル プロ グラ ム で は 、 イ ンタ ー フ ェ イ スカ ー ド を 制御 する ルー チン は 機械 語 で 構成 し 、BASIC メイ ンプ ログ 
ラム 上 で USR 関 数 に より 、 こ の ルー チン を コー ル す る 方 法 を と っ て いま す 。 ま た 、 ポー ト ア ドレ ス は &H0C00 一 多 HO0C 


⑪ 


07 を 使用 し 、 割 り 込み ベク タ ア ドレ ス は &HO0062 (受信 ) を 使用 し て いま す 。 ポ ー ト アド レス お よび 割り 込み ベク トル の 
スイ ッ チ 設定 は 工場 出荷 時 の 設定 に 合わ せ て くだ さい 。 

同 梱 カ セッ ト テ ー プ は A 面 に ボー リン グ 方 式 (RS POLING1.BTX”)、B 面 に 割り 込み 方 式 CRS INTERRUPT1. 
BTX?) に よる プロ グラ ム 例 が 入っ て お り 、RUN CAS :? [ 仙 を 行なう と BASIC プロ グラ ム が ロー ド し 、 実 行 し ます 。 ど 導 
に より 、RS-232C カ ー ド は 動作 設定 され 、 キ ー か ら 入 力 さ れ た デー タ は 画面 表示 する と 共に RS-232C カ ー ド へ 出力 さ 
れ 、 ま た RS-232C カ ー ド より 入力 され た デー タ は 画面 表示 され ます 。 

また 、 外 部 装置 を 接続 せ すず に コネ クタ 端子 の 信号 モー ド を ジャ ン パ ーJ1 に より 自己 診断 モー ド ①D ま た は ② に 設定 し 
サン プル プロ グラ ム を 実行 する と 、 キ ー よ り 入 力 さ れ た 廊 字 が 2 文字 づつ 画面 表示 され 動作 チェ ッ ク を 行 な を ます 。 ( みお 、 
この 状態 で ボー レー ト を 小さ くす る と 画面 表示 の 順番 が 前 後 す る 場合 が あり ます が 、 こ れ は キー 入力 の 間隔 が 1 女 字 伝 
送 期 間 よ り 短 いた め に 生じ る 現象 で あり 誤動作 で は あり ませ ん 。) 


圏 ボ ー リ ング 方 式 に よる サン プル プロ グラ ム の 説明 
この プロ グラ ム は 割り 込み 処理 を 使わ ず に 、RS-232C カ ー ド を 使用 する 例 で す 。 

この プロ グラ ム を 実行 する と 、 キ ー か ら 入 力 さ れ た デー タ は RS-232C カ か ー ド より 出力 され 、 RS-232C カ ー ド より 入力 き 
れ た デー タ は 画面 に 表示 され ます 。 

まず 文 番号 100 で 、RS-232C カ ー ド の 初期 設定 、 送 信 、 受 信 の 機械 語 サ ブル ー チ ン を ロー ド し ます 。 こ の ルー チン は F 
800 番 地 か ら ロ ー ド され ます 。 こ の 機械 語 サ プ ブルー チン の 中 で 初期 設定 ルー チン は F800 番 地 、 受 信 処 理 ル ー チ ン は F846 番 
地 、 送 信 処 理 ル ー チ ン は F882 番 地 よ り 配 置 さ れ ま す 。 廊 番号 130-150 の DEFUSR 命令 で この 番地 を 定義 し BASIC か ら 
呼 が 出る よう に し ます 。 

BASIC と 機械 語 サ ブ プルー チン の 間 で デー タ の や り と り を する 際 の 引数 を 整数 型 の 変数 と し て 文 番号 160 で 定義 し ます 。 


娘 番 号 170 で 変数 C に モー ド 設 定 の デー タ を 入れ 、 初 期 設定 の ルー チン を コー ル し ます 。 こ の 変数 C の 値 に より デー タ 
長 、 パ リティ 、 ス トッ プ ビ ッ ト 、 な ど が 設定 され ます 。 

女 番 号 200 で は キー か ら デ ー タ を 読み 、 こ の デー タ を 文 番 号 230 で 、 送 信 処 理 を 行ない ます 。 送 信 が 正常 に 行 恋 め 杭 だ 
か どう か は 文 番 号 240 の 変数 BB の 値 で 判断 され ます 。 正 常に 行なわ れ た 場合 、 廊 番号 250 で 送信 デー タ Ms 表示 し 
家 す ョ 

次 に 廊 番号 260 で 受信 デー タ を 読み 込み に 行き ます 。 デ ー タ が な い 場 合 ま た は 受信 デー タ に エラ ー が ある 場合 に は 女 


番号 190 へ 行き ます 。 
受信 デー タ に エラ ー が な けれ ば 受信 デー タ を 表示 し 、 廊 番号 190 へ 行き ます 。 


較 BASIC プ ログ ラム 上 で RS- 232C と カー ド と デー タ を 送受 する 手順 


準備 CLEAR &HFS00 ① 機械 語 サ ブ プルー チン を ロー ド す る 範囲 を 
&HF800 以 降 に 確保 する 
LOADM ~CAS :RS POLING1.0BJ′ ⑫ 機械 語 サ プ ブルー チン を ロー ド す る 。 
DEFUSR =&HF800 ③ サブ ルー チン の エン トリ ポイ ント を USR 
関数 で 定義 する 。 

&HF800 初期 設定 ルー チン 

&HF846 受信 ルー チン 

&HF882 送信 ルー チン 


DEFUSR1=&HF846 


DEFUSR2= ニ &HF882 


DEFINT A--C ④ サブ ルー チン の 引数 を 整数 型 の 変数 に 定 
義 す る 
モー ド 設 定 C =&HFE ⑤ 変数 C に モー ド 設 定 の デー タ を 入れ る 
CC= テ USR(O) ⑥ 初期 設定 ルー チン を コー ル し 、 モ ー ド 設 
定 を 行なう 


信 AA=USR1(⑭) ⑦ 受信 レー チン を コー ル し 、 受 信 デ ー タ を 
RS-232C カ ー ド か ら 読 む 。 
IF AA<0 THEN (受信 デー タ が な い ) ⑧ 受信 デー タ の 内 容 を みて エラ ー 処 理 ヘ ジ 
ャ ンプ させ る 
IF AA=&H300 THEN (パリ ティ エラ ー) 
IF AA=&H200 THEN (オー バー ラン エラ ー) 
IF AA テ &H100 THEN (フレ ー ミ ング エラ ー) 
エラ ー が な けれ ば | 
AA 受信 デー タ 
送 信 B = 送信 デー タ ⑨ 変数 B に 送信 し た い デ ー タ 1 バイ ト を 入 
れる 
BB=USR2(B) ⑯⑩ 送信 ルー チン を コー ル し て RS-232C カ 


ー ド へ デー タ を 送る 


IF BB=&H200 THEN (送信 不可 ) 
IF BB=&H100 THEN( 送 信 バ ッ フ ァ が 空 で な い 。) 


各 サ ブル ー チ ン て で 使用 され る 引数 の 詳細 
( 1 ) モー ド 設 定 CPU - RS-232C 
人 


ニノ ルル 


> が イセ ーッ ル リティ 


3 
"らら 馳 ビ の つら 
1 時 
隊 
No 


ポー デル ・ デ ィ セ ー ブ ル 
・ イ ネー ブル 
: 奇数 
・ 偶 数 


(2) 受信 デー タ RS-232C CPU 
グ ーーーー(H1 な ーーーー ニ ーーーーーー、 ノーーーー ーーーーーーー>0WW'ー ニ ーーー ニー ニー ニーーー 
1: 2 5 1 押 議 5 


ステ ー タ ス 受信 デー タ 
0 : デー タ は 有効 
0 ぐ : 受信 バッ ファ は 

空 で ある 


1 アジ ウー スジ グー ラー 
2 ・ オ ー バ ー ラ ン エ ラー 
きら 200 ケ グイ ネエ ター 


( 参 ) フレ ー ミ ング エラ ー……… スト ッ プ ビッ ト が 検出 され な いと き 
オー バー ラン エラ ー……… CPU が 読み こむ 前 に 次 の デー タ が 受信 され た と き 
( 3 ) 送信 デー タ CPU -> RS-232C 


0 8 4 うき 2 1 0 7 8 5 4 8 2 〕) 0@ 


AN ーー ニン < 
ステ ー タ ス 受信 デー タ 


0 き 誠 柱 完 T 
(ター な ル ) 

1 : TxE 不 可 

2 : TxRDY 不 可 


生 ボー リン グ 方 式 に よる プロ グラ ム の の フローチャート 


受信 ルー チン コー ル 


受信 エラ ー あ り ? 


BASIC メ イン ルー チン フロ ー チ ャ ー ト 


JH HH 


所 Sc 


『g +ー 
Q 


Fa PO PT は エト と < 
に リ 


2 ョ 炒 玉 玉 求 字 民 ら PH ロ L INGB 1 素 玉 染 吾 
マ H 

NTT 

以 IDTH 4 

民 E 旨 。、 導 

ビ FL 馬 日 1 


LUCTE 182。 12EFRINT " し ロ ョ ヨゴ in ロロ " 


じ し E 生 R 呈 HF ビ BB 
LODADH1 "ES IERG PDL EE は 1。 ロ 日 T 


ビ FLASH 
CLS 4 
PEFUSR =SHFB98 


DEFLUSER 1 =8HFB4 る 


DEFUSR ご =S&HF 8 
DEF INIT 占 - ビ 


ビ =&HFE CC=HSR CC) 
向 = ロ 

だ 生 ニ 日 月 

K ま = TNIKEY ま 


IF 民 持 = リリ THEN ご る 9 
B = 生じ て (K ま う 
8 =USR2 CB) 


IF _ BB:255 THEN ら 23 


PR INT 提 四 EHR 和 (Bs 
和合 USR 1 Ca) 


1TF 販 生 STHEN 1 中 
IF 上 操 生 > ご 5 THEN| 1” 回 


FR INIT 桂 回 。 ビ HR ま て 馬 司 ) 
BUT ロ 1 の 明 
E ト ID 


機械 語 サ ブルー チン を ロー ド す る 。 


初期 設定 ルー チン を 定義 する 。 
受信 処理 ルー チン を 定義 する 。 
送信 処理 ルー チン を 定義 する 。 


8251 の 初期 設定 を 行なう 。 
キー か ら デ ー タ を 取り 込む 
送信 ルー チン コー ル 
送信 デー タ を 表示 する 。 


受信 ルー チン コー ル 


受信 デー タ を 表示 する 。 


PaAGE Q1 


0O1 OOOO 


ログ OO 


ボネ ネネ RG FIHLLTNG ロ 1 ポ 来 氷 求 ※ 
の さ OOOG) 
和 OOO 員 
OOGOOO 
上 
7 
日 
OO OOOO 


QOCOOH BZ2 ニ 1 デー タダ 
QEO1H 王 1 コマ コト“ 
OCO2SH TX IEH _ RESET 
QCQOSH_ RX IE RESET 
OCO4H TX INT _ ENABLE 
QCQOEEH TX INT DIG 台 ELE 


1 の QOQQ 仙 


11 OOOO OCEO6H_RX INT ENaELE 
1 OOGQ QEO ア 7H RX INT DTISaBLE 


に 上 押上 C 1 還 C に 1 CT に EC 0 に 1 に 1 に 1 に 11 


13 OOOO 
1 回 員 占 RG FBOQH 
上 た OQO F 祭 Dr 
1 る FgO1 F5 FLISH 1 
選 S FILIGH EC 
DD FLISH DE 
司 FLUISH HL_ 
1EQ LD E ュ ロロ は 日 
91010 財 EC』 OCGO1H 5 ホビ ー ト OOCO1 ニコ マート“ 
6 / LTD 台 ょ 7H 
REESET* GLIT ( 選 )』 谷 
DE 回 
JR NZ RESET 
1 基 台 。 符 誤 日 
に だ) ゲタ (UIT て (に) 』 月 BSE1 RESET 
生 記 LTD E ュ HL) EE デモ ー ト “ 
}NG HL 
LN D。 ょ HL.) 9 smDINT SBTTUIS 
L.D 和 ュ FCH 
台 ND 選 
(iR 5 
uHT (に ) 』 百 間 定 lk 台 医 ! 
LD 向 。 計 7 日 
IT (に) 』 円 RT SRZ 宮司 
LD EC』 OCGOEH 
HLIT に) 』 特 saTX IEH_ FRESET 
TNG EC 
GLIT じ )』 sRX IEH RESET 
LD EC OCGO4H ECEOCGO4 TX ETI 
LD 台 。 1 
SRL. 内 
RI 選 。 門 1 
TNC 1481 sBC=OCO TX Dr 
門 18 GUT 【 記 ) 』 百 sTX INT SET 
LD EC OCO6 昌 5 EC=OCO6 RX ET 
SRIL. 台 
JR に ュ MM 
TNC 1E1 遇 
IM 了 5 (LT ( 選 )』 全 JRX UNT SET 
FGF' HL_ 
F'HF' DE 
FQF' EC 
FIHF' は 1 コ 


還 3 
コ 


7 FB45 CC RET 
SB _F ヨ 4 ら 6 
Ss ワウ FB46 
SS ドロ 4 ら 6 


ポポ 氷 RX_ RUHUIT TNE ポポ 氷 氷 


F 人 BE 


01 FB46 FS RX< Dr 
 F ロ 47 F 呈 F'USH 台 F 
O FB4B CS FUEH BC 
年 F 昌 49 1 FLUSH DE 
DE FGB4 折 ES FLISH HL 
らら FR 18 呈 届 LD D』 
ロ 07 FB4HD QO101OC LD BCsOCO1H 
0 FREIO EDB TN 有朋 ょ \ 選 ) sSBTaTUS ラ 9 ヨム る 
ne CB6F EBIT pF2] 
で だ J ド NZ FER 3 エラ ー(U 呈 ) チェ gg の 
CE る 7 BITT 全 。 合 
= ロロ 1 選 JR NZ』 GER ョ 5 エラー 年 ) チエ 呈 人 の 
CESF ETT 了 衣 | 
SC SQ る JR NZ』FER 5 エラ ー(U 計 ) チェ mm 
CE4F BIT 1』 人 
1 も 5 FBGO 全品 生 JR NZ』 ド 1 RXRDYtD1) チエ 
1.7 F 昌 6 18FF LD D。FFH 
1 ロロ 6 1 る J 民 FR 


100GC R1* 問 9 EC oOCOQOH 


RNN EC DRTa 9 ヨム 
L.D (HL)』E 
FR 員 は TNC | 員 
L.D (HL) 。 
RET1* 選 回 休 HL. 
F ロ F DE 
FCGF BC 
FQF な] 
世 1 
RET 
FER* TNC D 
ER* TNC D 
FERI TNC 1 
TNC HL- 
LD 【HL) 。1 
L. 生計 7H 
UIT Cs 月 
和 DEC: RC 
うつ FZE ED7G TIN 伺う 
ふ ワ FBBO 18BEC JR RET1 
邊 ロト BB 9 
人 1 FRRSE 1 ※ ま ボボ まま TX RHLUTTINE まま 水 ポポ ※ 
史 ド BEE 『 
人 4 当 FBBEE TXk Dr 
中 中 日 計 F 呈 FUIBH 折 F 
所 ド 昌 昌和 4 選 S FUISH EC 
引 各 FSBGBS DS FUSH DE 
47 FEBBG ES FLISH HL_ 
4 日 FBBZ SE LD E』 HL ) ME=TX 1 人 
49 FBBB 1600 LD DO 
SO FRB Q1Q1GQOC 1 昌 BC』QCO1H 
1 FBBD ED78 TN 合 。( に ) sSTATUS 9 ヨ ゐ 。 
Se FBBF CER 和 47 EIT 19F き 2 
5 FBO1 2B1 JR Zs TXER1 sTXRDY チェ リウ 
品 和 4 FBO CE アァ RIT で ョ 和 
5 FBOS SBOF JR Z。TXERE 3TXEMF チェ リヴ 
らら FBZ Q1QQQOC LD EC QCQOQH 
5 ロ 7 FBOa EDS ロ UT (C) 。E YTX 
Sg FBOC ツマ LD (HL ) 』E 
5 ワウ FBD 全う TNC HL 


ら 60 F ヨ BE 7 LHD (HL ) 。D 


91 
9 
う 
員 征 
(9 
0) 
0 プア 
日 
[る 
1 
1 1 
1 
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FEBF E1 
FI 11 
Fa1 1 
F 昌 所 F1 
FBR 計 FE 
F 昌 人 選 g 
FSS 1 介 
ド 昌 抽 1 中 
FRB アプ 馬 き 
Fa アビ 
FE 18F 和 4 
FaE 
FBgE 


RE TE 


TXER15 
TXERE* 


に 1 


F ロ PF 
FF 
FFP 
FFP 
Er 

RET 
INC 
INC 
TNC 
LD 

JR 


END 


FAGE 0 さ 


田 基 り 込 み 方 式 に よる サン プル プロ グラ ム の 説明 


この プロ グラ ム は 受信 時 に 割り 込み を 使用 し て 、RS-232C カ ー ド か ら デ ー タ を 授受 する 例 で す 。 

この プロ グラ ム を 実行 する と 、 キ ー か ら 入 力 き され た デー タ は 、 RS-232C カ ー ド か ら 出 力 さ れ 、 RS-232C カ ー ド か ら 入 
カカ され た デー タ は 画面 に 表示 され ます 。 こ の 際 、 受 信 デ ー タ は 割り 込み に より 処理 され て いる た め 、 か な ら ず 取り 込ま 
れ ま す 。 こ の プロ グラ ム で は 取り 込ま れ た デー タ は 、 メ イン メモ リ 上 に 順次 格納 され る よう に な っ て いま す 。 最 大 256 
バイ ト 分 の デー タ が 格納 され ます 。 表示 ルー チン は この 格納 領域 か ら 古 い 順 に デー タ を 取り 出し 画面 に 表示 し ます 。 

送信 処理 は 割り 込み を 使わ ず に 行なっ て いま す 。 

以下 に プロ グラ ム の 詳し い 説 明 を し ます 。 

まず 文 番号 100 で 機械 語 サ ブ プルー チン を ロー ド し ます 。 こ の ルー チン は F800 番 地 か ら ロ ー ド され ます 。 

この 機械 語 サ ブ プルー チン の 中 で 初期 設定 ルー チン は F800 番 地 、256 バ イト の 受信 デー タ 格納 領域 を 設定 する ルー チン は 
F846 番 地 、 受 信 処 理 ル ー チ ン は F867 番 地 、 送 信 処 理 ル ー チ ン は F93F 番 地 、 デ ー タ 表示 ルー チン は F968 番 地 よ り そ れ ぞ 
れ 配置 され ます 。 

文 番号 130 一 150 の DEFUSR 命 令 で 、 必 要 な ルー チン を 定義 し 、BASIC か ら 呼 び 出せ る よう に し ます 。 

次 に 文 番 号 160 で 、BASIC と 機械 語 サ ブ プルー チン の 間 で デー タ を や り と りす る 際 の 引数 を 整数 型 の 変数 と し て 定義 し 
上 す 。 

文 番 号 250 で は 割り 込み 時 の スタ ー ト アド レス を 設定 し ます 。 

文 番 号 260 で は F846 番 地 の ル ー チ ン を コー ル し て 、 受 信 デ ー タ 格納 領域 を 設定 し ます 。 

さら に 、 文 番号 270 で 、 初期 設定 を し ます 。 こ の と き 変 数 C に 設定 デー タ を 入れ て お きま す 。 

これ で 初期 設定 を 完了 し ます 。 続 いて 、 文 番号 310 で 、 キ ー か ら デ ー タ を 取り 込み 文 番 号 340 で 送信 し ます 。 文 番号 350 
で は 送信 が 正常 に 行なわ れ た か を チェ ッ ク し 、 正 常に 行なわ れ て いれ ば 、 文 番号 360 で 送信 デー タ を 画面 に 表示 し ます 。 

文 番号 380 で は 受信 デー タ の 格納 領域 か ら 1 バイ ト の デー タ を 取り 込み ます 。 も し 空 で な けれ ば 、 文 番号 400 に 行き 、 
その デー タ を 画面 に 表示 し ます 。 
また 、 廊 番号 290 は DSR の チェ ッ ク を 行ない デー タ の 送受 信 を する 場合 に 使用 し ます 。 


較 BASIC プ ログ ラム 上 で RS-232C と カー ド と デー タ を 送受 する 手順 
(受信 に 割り 込み を 使用 する ) 


準 備 CLEAR &HF800 ① 機械 語 サ ブ プルー チン を ロー ド す る 重 囲 を 
&HF800 以 降 に 確保 する 。 
LOADM CAS:RS INTERRUPT1.0BJ” ②⑫ 機械 語 サ ブル ー チ ン を ロー ド す る 。 


DEFUSR=&HF800 ③ サブ ルー チン の エン トリ ポイ ント を USR 関 数 
DEFUSR2=&HEF93F 2 
で 定義 する 。 


DEFUSR4=&HF968 - 
&HF800 初期 設定 ルー チン 
&HF93F 送信 ルー チン 
&HF968 受信 デー タ 読 み 込み ルー チン 


DEFINT A-C 〈④④ サブ ルー チン の 引数 を 整数 型 の 変数 に 定義 す 
と 
POKE 人 &H62,& を H67, を HEFS8 ⑤ 割り 込み スタ ー ト アド レス を 指定 する 。 


&H0062=&H67 
人 &H0063=&HFS8 


モー ド 設 定 C=&H2FE ⑥ 変数 C に モー ド 設 定 の デー タ を 入れ る 。 
CC=USR(C) ⑦ 初期 設定 ルーチン を コー ル し 、 初 期 設定 を 行なう 。 
還 受信 は 割り 込み に より 、 デ ー タ が バッ ファ に 
受 信 
格納 され る 。 
AA= テ USR4(A) デー タ を デー タバ ッ フ ァ か ら 1 バイ ト 読 み 出 
5 
IF AA く 0THEN (受信 バッ ファ が 空 ) ⑨ 読み 出し た デー タ AA が AA ぐ 0 の と き デ ー タ 
が な い 。 


サン プル プロ グラ ム は 、 受 信 に 割り 込み を 使用 し 、256 バ イト の 受信 バッ ファ を も っ て お り 、 受 信 さ きれ た デー タ は その 
バッ ファ に 蓄積 され て ゆく 。 

この と き 、 バ パ バッファ の どこ まで 書き 込ま れ た か が 、 書 き 込 み ポ イン タ に 示さ れ て いる 。 

受信 デー タ を 処理 する 場合 に は 、 受 信 さ れ た デー タ の 早い も の か ら 順 に 処理 し て ゆく 。 

受信 バッ ファ の どこ か ら デ ー タ を 読み 出す か を 示し て いる の が 読み 出し ポイ ンタ で ある 。 
- 圭 - 


き 込 み ポ イン タ と 読み 出し ポイ ンタ の 位置 に より 、 受 信 パ バッ ファ に あと どれ だ け デ ー タ が 入る か が わか る 。 


FD01 EFD00 


WI sl っ 


読み 出し ポイ ンタ 


CPU へ 読み 出す 


FD03 EFD02 


FEEFF 


FEOO 一 FEFF 受信 バッ ファ 
FD00, FD01 読み 出し ポイ ンタ 格納 アド レス 
FD02,FD03 書き 込み ポイ ンタ 格納 アド レス 


受信 の コン トロ ー ル 


1 


. 読 み 出 し ポイ ンタ = 書き 込み ポイ ンタ の と き 、 受 信 バ ッ フ ァ は 空 で ある 。 


トゥ 


読み 出し ポイ ンタ と 書き 込み ポイ ンタ より 計算 し た バッ ファ の 残 量 が バッ ファ サイ ズ の 妨 以下 に な っ た と き RTS 
を OFF に する 。 こ の 状態 で CPU が デー タ を 読み 出し 、 


バッ ファ の 残 量 が 、 バ バッファ サイ ズ の 角 以上 に な っ た と き 
RTS を ON に する 。 


較 基 り 込み 方 式 に よる プロ グラ ム の フロ ー チ ャ ー ト 


初期 設定 


BASIC メ イン ルー チン フロ ー チ ャ ー ト 


( 残 量 ) < 本 (バッ ファ サイ ズ ) 


エラ アー ナン バー を フラ グ へ 入れ る 


RTS を OFF に する 


受信 デー タ を 読み 込む 


受信 IEO を リセ ッ ト 


RETURN 
受信 IEO を リセ モット 


RE TURN 


光信 ルー チン シラ ロー チャ ー ト 


Cot Co 細 kn 


mj モー OR -J On (0 9 に 
Ce CO GO 
所 


ot 
ェ =』 hr EE PE Rh1 FT> 本 


ャ ーー トー ニー ヒュ テー キュ 
nl 才 い 導 いい い いり 


ca ea 


II E 6 ロ O Pa ょ > 本 つゆ R 
に トコ 1 


1 


fh fa Pi Pa EHP 


に 


コ 
ri ー』 
kc 還 ト 1 


ii (0 FL TA 双 
本 


LE ThY LEI TTF T 


= と 5 
SL 


CU) 


=』 Cr rH た rm 
呈 Q 呈 中 


51 


き 
7 補 素 末 求 民 王 INTER 民 LEPT 1 尼 表 二 補 補 


1 
ト 


1N!T 
NICTH 48 
CLS 4 
CLEAR 8HF 
CEFLASH 1 
LHCATE 12。 18: 
LOaPM "FEERB T ト IT 
CFLaSH 8 

CLS 


に 5| 


ご FRINT こら ヨゴ ュ ロ ロ 


ER 民 EE ず 1 。 介 昌 す " 


ee 
ら りら EFU5 


RA 


DEF IFJT 上 


ョ 玉 求 求 入選 ご ココ ビ ビ MEETH ロ RE 白 DDRE 
: 

" 昌 提 ご 日 No 2 = ニア 

7 eS け 

『* 折ら 呈 日 

5 2K に la 

才 

RE 呈 日 さる 」 語 日 る で 』 日 F ロ 』 全日 ヨ F』 ロ F テ 


ET 平素 宇 宇 宣 


F 
ビ 台 LL ほ HF ロ 48 
じ =&HEFE ビビ =USRRK ビ 3 
eb 


呈 HF 記 旧 


民生 ま モ TMRKETY 宮 


{ ビ ドド ま =『 四 
日 = 生じ て に 
日 =URR さ CB: 


THE 


う 3 了 ロ 


IF BB > ご 55 THENI 4 
PR INT 折 CHR 生 CB) 
CLL &HF タ ビア 


向 =USR4 (失う 
IF 哲生 く ロ THEN ご の 昌 


PR INT 手引 じじ HE て 白白 7 
BOTU 2” 昌 
END 


機械 語 サ ブ プルー チン を ロー ド す る 。 


初期 設定 ルー チン を 定義 する 。 
送信 ルー チン を 定義 する 。 
受信 デー タ 読 み 込 み ル ー チ ン を 定義 する 。 


割り 込み スタ ー ト アド レス を 設定 する 。 
受信 バッ ファ を 設定 する ルー チン を コー ル す る 。 
8251 の 初期 設定 を 行なう 。 


DSR を チェ ッ ク す る 場合 に 使用 する 。 
キー か ら デ ー タ を 取り 込む 


送信 ルー 


送信 デー タ を 表示 する 。 

エラ ー ル ー チ ンコ ー ル 
受信 デー タ を 変数 に 読み 込む 。 
受信 デー タ の 有無 チェ ッ ク 
受信 デー タ を 表示 する 。 


チン コー ル 
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OOOC) 
OO 品 
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FSGO 
FBOGO 
FSGQ1 
FSGO 人 S 
1 は SW 
FBGO 衝 
FRR 
FBO ア 7 


ド FBGO 疹 計 


FBQC: 
FBGE 
F は QF 
FS11 
FB13 


* 生 FB1D E 

ぶら FB1F 3 

ふら PSBSL E 

7 FC 

うつ 上 BC6 ED79 
の ドロ 2B OS 
生 ロ FBEO_ ED7 
41 FBSEEB_ 0O104Q0C 
和己 FBEE 7 
人 FRBEF CESF 
生生 ド 昌 31 B1 
邊 FBSS GS 

人 4 らら 上 3 ED ア 7 
47 FEBSS 01OGO に 
4 日 FBSS_ CRSF 
生け FRBSE 法 BO1 
SQ F ヨ 3D 3 
1 FSSE ED7 ラ 
コマ FTO E1 
5 ささ FB41 D1 
紹 和 4 44 宣 1 
5 FB4 計 F1 
らら F 日 4 邊 FE 
57 FB45 Cg 
5 FB45 


FB46 
F ド 4 る 


PC に 1- 押 じ 「 生 に 細 C「 抽 に 上 - じ 「 じ 1 に 拉 に 1 


本 1 
づ 


FaGE Q1 


まま ポポ まま RG TINTERRUFT 1 表 求 ボ 表 束 


RESET* 


し を る る る 1 


QOCOOH 
OCO1H 
0OCOZH 
COSH 
OCGO4H 
CO5H 
CO6H 
DCO7H 


GRG 
DI 
FUSH 
FUISH 
PUSH 
PUBH 
LD 
LD 
LD 
HUT 
DEC 
JR 
LHD 
ロ UT 
LD 
TNC 
L 
LD 
台 ND 
GR 
HUT 
LD 
GUT 
LD 
ロ UJT 
TNC 
ロ UT 
LD 
LD 
SRL 
JR 
TNC 
GUJT 
LD 
SRRL 
JR 
TNC 
GLUT 
だ 
PE 
PE 
FOF 
ET 
民 民 す 


の 
BPS1 コマ 
TX IEO 
RX IE 
TX INT 
TX INT 
RX INT 
RX INT 


F ヨ QQH 


は ] 

1 時 

DE 

HL 

E ュ ロミ 
ECOCO1H 
| 
(C) 』 朋 

区 

NZ RESET 
有 有 。 全日 

( じ ) 』 全 
E』(HL) 
HL 
D』*HL ) 

全 。FCH 

思 


つ 
3 


【 選 ) 』 表 

骨 。 さ 7H 

!【 選 1s』 表 
EC』 OCGOEH 
【 選 )』 

EC 

CC) 』 倫 
EC 0CO 人 4 
1 

は | 

ビュ NM1 

BC 

( 選 ) 』 各 
EC 0CO6H 
人 

CE 

BC 

(CC) 』 人 

HL 

DE 

BC 

全 F 


ー タ 

ント “* 
RESET 
RESET 
ENAELE 
DISaBLE 
ENABLE 
DISAaRLE 


INIT RUUTINE 水 氷 ボボ ※ 


* ホ ロ ー ト OCO1 = コマ ーッ ト “ 


ijB21 RESET 
3 E= モ ー ト ~ 


sh=INT BTATUS 


5 コマ フト ~ さき 7 SET 


sTX TE RESET 


sRX IE RESET 
s BC=OCO 和 4 TX ETI 


5 ECEOCEOE TX DI 
ITX TINT SET 
IECEOCO6 RX ETI 


sBC ニ EQOCOZ RX DI 
5RX INT SET 


FaGE の 2 


Q1 FDoOO 
Q2 FDQ2 
0 ミス FEOO 
Q4 FEFF 
0 FDO4 


RXFP ミ EQU FDOQOH 

RXFE EQU FDQEH 
RXEBUFE EQGU FEOOH 
RXBUFEI EEU FEFFH 
EF1/45 EEGU FDQO4H 

6 FDG ら HBF/ 生 5 EQU FDQaH 

07 FDGOB RTSFLGI EGU FDOBH 

9 当 ド DGO 忌 RXFLGI EEGJ FDQH 

09 ド 日 4 る 3 

1 上 4 ら SE ロロ DEFRXE LTH 和 』 避 

11 FB4 ロ H 01QOO0FE LD BC』FEOOH 
12 時 BR 11 LD DE 』 全品 
ce1COOGO L.D HL COH 
ED43QQFTD E り (RXFG) 。 BC 
ED43OEFD LD (RXFE) 』 BC 
且 SO_ EDSSO4FD LD IBF1 デ 生 ) 』 DE 
17 FBSD 信 は 0 る 6FD L.D (EFZ4) HL 
1B_ FBSO SEOBFD L KRTSFLG)』 販 
FB る < LD (RFLG)。 伯 
FRET 


の けり 凡 包 せ で 


・ コ ョ 


す 玉 ボ 束 束 素 選 XRHLUTTRIE 素 束 素 ボ 事 


RI 0 衣 ! 
FLISH 内 F 
FUSH RC 
FPSRH DE 
FLISH HL 
L.D 0 ょ O 
| RC 本 選 品 1 日 
[NN 人 (に ) STATUS 9 当る 
NET 
NII 
見 1 丁 
T 民 NZ ER 5 エラー( 4) チェ m ウ 
記 11 * 月 
TR NZ FE 民 ボマー DS9 
EUFEHET 選 抽 L1 LFTCER 11 MMy 和 す ] 
LDD E。H 
1 に 
1.D HL RXEBUFE 
1.1QOFE LD DE FRXEUF 
は ア GR 休 
ED SEC HL 。 DE alE0 LR な GE: 机 
1 は の GR 人 
E ド 1 得 SEC HI 』 EC リリ ッ サ ゴゴ ーーU 折 和合 マウ 
ceB1R JR rs VER 
CDEDFB に し し RTSCNT まり 貞 半 JE: ip 用 に 交 1A 
91000C LD BCE』 OCGOOH 
滞 ED 7 [内 身 。 ビ ) DaT 販 9 所 
らら 1 FB9A CD2BF7 CaLL STRD DTI ラリ ファ す ト 了 
Se FBSD 失 F : XR 各 
ロス ドロ ワウ E うう ご ロロ 9FD LD (RWFLG)』 朋 
コ 邊 FR1 1 器 滞 じ L BC OCGSH 
SE FB4 EDZ ウ ロ HT ( 選 ) 』 伯 sTEH RESET 
So FB 失 6 EE1 RET1* FUF HL 
ァ FBA7Z D1 FUF' DE 
5 FR に 1 お だ 千 は BC 
SO FBAO F1 FE 全 F 
る 円 FE 選 Y 


の ェ (0 0 所 ま 。 半 和 EZ 


1 
CO 
ロ さ 
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品 呈 
07 で 1 
メア 
0 日 
に ん 
利 還 
1 1 
63 
1 
1 呈 
1 所 
1 ム 
抽 2 


18 


19 1 


人 け 


1 中 
避 ら 


本 プア 


1/ 
5 
0c/ 


ム 


FBAE ED4D 
FBAan 5 
FaD 16QQ VER* 
FBAF 14 
FBEQ 14 FER 
FBB1 14 DER: 
FBE2 14 FER* 
FBE さ 7 
FE4 さ 2QgFD 
FBE7 3E ミ ア 
FBE9 ED7Z9 
FBEE_O1QOO0OC 
FEE ED7 
FBCO_Q103OC 
FBCS ED79 
FBC 呈 1BDF 
FC7 『 
FBC7 210QFD LFTCE* 
RCD 210 
FBDo 
FBD1 23 
FBD2 4 
! Ln1 
FBDA CS 
FBDE &O LF1: 
O10OFE 
E7 
ED42 
44 
| 4D 
1FFFE 
R7 
ED 
1 の が / 
(2) 
ED5Eo4FR RTSCNTs 
FE Q1OBFD 
?O1 QAa 
FgQ2 CB ビア 
FgO4 02 
FgQh E1 
F9O6 ヒビ 9 
F9Q7 Q1QBFD RT5S1: 
FOR OR 


RETI 


LD 
TNC 
TNC 
INC 
TNC 
LD 
Ln 
LD 
ロ UT 
LD 
IN 
LD 
ロ UT 
JR 


LD 
L1 
TNC: 
Lh 
LD 
L1 
TNC 
L1D 
LD 
LD 
iR 
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JR 
FRET 
LD 
LD 
L.D 
FR 
SBEC 
LD 
に 1 
LD 
(1R 
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全 D1 
RET 


LD 
FLISH 
FE 
SBC 
JR 
LDD 
LDD 
GUHT 
Ln 
LD 
SET 
LD 
FOF' 
RET 
LD 
LD 


FaGE Q ミ 


・ 1 9 ファ ニー オキ ーー フ ロー 


17 U〒 ォ エラ ー 
ョ オー ロー ラル エフ ー 
5 フレ ルーミー エラー 


ロロ ロビ 


人 D 
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人 , さ フ H 

4 C) 。 放 

BC。』 QFOOH 
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HL ,RXF 

E。【HL) 

HL 
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HL 
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HE 
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内 

HL DE 
し LF1 


KRXFS) 
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HB 

Ls 

EC RXREUF 
内 
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BE』H 

に し 
HL』RXEUFE 
は 
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HL=RXEUFEー(RIXFGS) 
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ズ ウ 
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HL 

台 

HL., DE 
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EC。 0CO1H 
台 。 ア 

( 選 )。 各 
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合 。( BC) 

』 百 

(BC) 』 人 sRTSFLG RESET 
HL 1 
EC RTSFLG 

仙 。(BC) 


世 3 
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EDSEBG ら FT 


に が 
EDSE 

ふ BOE 
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1 1FFFE 
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F94 マ 5E 
F94 人 4 16QP 
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呈 4 F ウ 6O FE 
5 本 下 9 ら 1 C9 
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SI FO ム S ダマ 
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RE 


TX RGLITTNE ボボ 表 氷 ボ ※ 
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FUSH EC 
FUSH DE 
FUISH HL 


LD E ュ (HL) 
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[内 仙 s 選 ) 
ETIT け 』 月 
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EIT 2] 

RI ZTTXERE 
L.D BC OCOGOH 
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LDD (HL)』E 
TNC HL 

XR は ) 

LHD 【 HLL) 。 
FPGF' HL- 

FQF' DE 

選 介 EC 

FGF 台 F 

医 1 

FRET 

TNC D 

TNC D 

TNC HL 

LD (HL)』D 


JR RET= 


5RTBFLG チェ の 
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3(D5) =RTG 
RTS ーー LOM 
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ET 
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8 ま ボ まま ERRHR ROLITTNE 素 束 氷 事 
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FUSH  aF 

LD A(RXFLG) 

CF QnH 

JR Z。RET さ 
CaLL EEEF 

XR a 

LD (FRXFLG) 。 各 
RETSs FFP AF 

EI 

RET 

END 


=6 仕 様 


通信 方 式 ・ 非 同期 式 

規 格 ・ RS-232C(EIA)・JIS C-6361 準拠 
コン トロ ー ル LSI : 8251 

チャ ン ネ ル 数 ・1 チ ャ ン ネ ル 


ボー レー ト ・ 8 種類 (75、150、300、600、1200、2400、4800、9600 ボ ー) 
スラ イド スイ ッ チ に よる マニ ュ ア ル 設 定 

キャ ラク タ 長 ・5.6.7.8 ビッ ト (ソフ トウ ェ ア に より 切り 換え 可能 ) 

パリ ティ ビッ ト : 奇 、 偶 、 無 (ソフ トウ ェ ア に より 切り 換え 可能 
スト ッ プ ビッ ト : 1 、1 二 、 2 (ソフ トウ ェ ア に より 切り 換え 可能 ) 

モー ド 切 り 替 え を :・ タ ー ミ ナル モー ド と モデ ム モ ー ド の 切り 換え 可能 


ショ ー ト ジャ ン パ ー ソ ケッ ト に よっ て 設定 


割り 込み : Z.80A の ベク トル 割り 込み 使用 可能 

ボー ト ア ドレ ス : スイ ッ チ に よる マニ ュ ア ル 設 定 可 能 

受信 デー タダ : RS-232C レベ ル 

送信 デー タ ・RS-232C レ ベル 

負荷 条件 ・ 負荷 抵抗 3 kQ 一 7 kQO (DC 5 Vー15V に て ) 
負荷 容量 2500pF 以 下 

動作 温度 ・ 0 一 40 で (CZ-800C 本 体内 に 実装 の 場合 ) 

保存 温度 ・ー15 一 60 で 

使用 電源 ・ DC+ 5 V (パー ソナ ルコ ンピュータ 本 体 か ら 受 給 ) 
送信 用 電源 内 蔵 
入力 DC+ 5V 


出力 DC 二 12V、33.5mA 
DC 一 12V、33.5mA 
同 棚 物 : 取扱 説明 書 (1)、 ソ フト プロ グラ ム テ ー プ (1) 
25 ピ シン コネ クタ ケー デル (⑪) 
※ 仕 様 お よび 外観 の 一 部 を 改良 の た め 了 予告 な く 変 更 する 場合 が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 


計 寺 7.RS-232C カ ー ド ブロ ッ ク 図 
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圏 RS-232C カ ー 


ド 部 品 配 置 図 お よび 接続 コネ クタ 部 端子 表 


本 体 と の 接続 コネ クタ 部 分 端子 表 


人 交 - 
端子 番号 | 。 | 端 耶 番 号 | 。 。 
(部 品 側 ) (半田 側 ) | も 
Al |+svVl Bi +5V 
A2 | DB2 | gg DB 3 
較 A3 | DBl B 3 DB 4 
A4 |pBo | B4 DB 5 
| A5 |cGNDl| gs DB 6 
0 E A6 |ABisl ge DB 7 
ii て な DR9RHARNT A7 | ABl4| gz CPUCLK 
。 =5 om 本 に mi aw 回 唐 層 A8 |Agls| gs Mi 
1 ま i 。 A 9 AB12 B 9 WR 
Dem | そ も es Reel 守 mm | の 且 A10 | ABll | Bnio RD 
1 や Np 『 wm Te A11 | ABio | Bl IORQ 
TWSRODL il し oe エ ャ ua A12 | AB9 B12 MREQ 
id 二 に NR A13 | ABs | Bis GND 
8 (④ #= 人 | PD | A14 | AB? | Bl4 HALT 
ee ELU 誤 が Al15 | AB6 B15 IEI 
0 5 に Po て も ea A16 | AB5 B16 IEO 
| PD OO A17 | AB4 | gnix RESET 
Hm シー っ Tl A18 | AB3 B18 EXIO 
1G20 sf ーー 1 lee = 
ーー 際 寺 5 A19 | AB2 | Bl9 EXINT 
0 二 : と テー He@s [ A20 | AB1 B20 EXWAIT 
司 MB 上 (| | A21 | ABo | Ba NM I 
_ ru A22 | cND | gzz GND 
ンス 
25 ピ ンコ ネ ク タ 部 分 端子 表 
モー ド | ター ミナ ル | モデ ム モ ー ド 
ピン 番号 へ 、、| モー ド の 信号 | の 信号 
1 FG FG 
婦 US RxD 
3 ] RxD TxD 
4 | 連 8 5 人 
5 CTS RTS 
6 DSR DTR 
7 SG SG 
8 19 OPEN OPEN 
20 DTR DSR 
21 一 25 OPEN OPEN 


グー 株 式 会 計 


本 社 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
電話 06 (621) 1221 (大 代表 ) 


電子 機器 事業 本 部 〒329-21 栃木 県 矢板 市 早川 町 174 番 地 
電話 02874 (3) 1131 (大 代表 ) 


お 客 様 へ …… お 買い あげ 年 月 日 、 お 買い あげ 店 名 を 記入 され ます と 、 修 理 な どの 依頼 の と き に 便利 で す 。 


| お 買い あげ 年 月 日 年 月 日 ] 


お 買い あげ 店 名 


電話 番号 


3J TO0299-A 


